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尿路感染症 に対す るpanipenem/betamipronの 臨床 的検討

鈴木恵三 ・堀場優樹

平塚市民病院泌尿器科*
名出頼男.日 比秀夫

藤田保健衛生大学泌尿器科

Panipenem/betamipron(PAPM/BP)をUTI18例(複 雑性16,単 純 性2)に1日0.5g/0.5

g～1.Og/1.Og,5日 間投与 した。UTI薬 効 評価基準での効果判定では,複 雑性UTI11例 中8

例 が有効以上(73%),単 純 性1例 は著効であった。安全性では,自 他覚的副作用はなく,臨 床

検査値 で1例 にGOT,GPTの 一 過性の軽度上昇を認めた。
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Panipenem/betamipron(PAPM/BP)は,三 共株

式会社で開発 された新 しいカルバペ ネム系の注射用抗

生剤であり,panipenem(PAPM)とbetamipron(BP)

の1:1配 合 剤である。PAPMは β-lactamaseに 安

定で,強 力かつ広範囲な抗菌力を有す る抗生剤である。

一方
,BP(N-ベ ンゾイルーβ-ア ラニン)は,PAPMの

安 全性を高め るために配合 されたア ミノ酸の誘導体 で

有機 イオン輸送抑制作用 を有する1)。

今回,我 々はPAPM/BPの 細 菌性尿路感染症 に対

する有効性お よび安全性について検討 したので報告す

る。対象は,昭 和63年10月 ～平成元年4月 に当院およ

び藤田保健衛生大学病院泌尿器科を受診 した細菌性尿

路感染症患者(複 雑性16例,単 純性2例)で ある。 な

お,治 験実施に先立 ち各患者よ り治験参加の同意を得

た。

まず,複 雑性尿路感染症は,対 象患者は30～88歳(平

均年齢70.1±15.6歳)ま での男性14例,女 性2例 の16

例 である。いずれも尿路系に基礎疾患を有 している。

症例 の内訳は,膀 胱炎10例,腎 孟 腎炎6例 であった。

この うちカテーテル留置症例 は10例 で,全 体の63%を

占めた。PAPM/BPを100mlの 生 理食塩液に溶解 して

単独 または側管から投与 した。投与方法はすべて点滴

静脈内投与によって行 った。1日 投与量 は11例 に0.5

g/0.5gを 午 前と午後の2回 に分けて投与 した。この他

では0.5g/0.591日1回(×1と 略す。以下同様〉が3

例,1.Og/1.Og×1が1例,0.5g/0.5g×1を 期間中に

1.Og/1.Og×1に 変更 した1例 である。投与期間は概

ね5日 間であ るが,1例 で0.5g/0.5g×1を11日 間投

与 した。効果判定は主治医による評価 とともにUTI薬

効 評価基準2)で評価可能な症例はこれにより行 った。

症例 と臨床成績の総括はTable 1示 した。主治医の

判定では16例 が評価 された。著効3例,有 効5例,や

や有効2例,無 効3例,判 定不能3例 で有効率 は62%

で あった。UTI薬 効 評価基準で評価可能 な症例 は11例

(著効3例,有 効5例,無 効3例)で 総合有効率 は73%

であ った(Table2)。 病 態群別の有効率は,単 独菌感

染に対 して80%(5例 中4例 有効),複 数 菌感染 に対 し

て67%(6例 中4例 有効)で あった。カテーテル留置

と非留置 での有効率 は,留 置例71%(7例 中5例 有

効),非 留 置例75%(4例 中3例 有効)で,両 群間には

差がなかった(Table3)。

細菌学的効果は,治 療前に23株(グ ラム陽性菌6種11

株,グ ラム陰性菌11種12株)が 分離 された。グラム陽性

菌は82%(9株)が 除菌 されたが,グ ラム陰性菌では58

%(7株)と 除 菌 率 が 低 か っ た。 こ の 要 因 は,

Aeudomonas aeruginosaやXanthomonas malto-

philia等,本 剤に感受性が劣 る菌種に対 して,効 果がみ

られなかったことによると思われた。全体 としては23

株 中16株,70%の 除菌率 であった(Table4)。

次に,急 性単純性腎孟 腎炎において,対 象患者は58

歳 と37歳 の女性の2例 である。投与法は,PAPM/BP

を1日0.5g/0.5g×2を5日 間点滴静脈 内投与 した。

1例 では菌が検 出されず,効 果判定は不明とした。他

の1例 からはEscherichia coli 105/mlが 検 出された。

この例では治療後,細 菌,膿 尿,症 状 いずれ も消失 し,

著効 と判定 した(Table 5)。

安 全性については,全 例に自他覚的副作用を認めな

かった。臨床検査値 の異常変動 は1例 でGOT,GPT

の軽 度上昇を認めた以外 に本剤によると思われる異常

をみなか った。

*〒254平 塚 市 南 原1-19-1



VOL. 39 S-3
Clinical study of PAPM/BP on urinary tract infection

769



770
CHEMOTHERAPY

SEPT. 1991

Table 2. Overall clinical efficacy of panipenem/betamipron in complicated UTI evaluated by UTI criteria

Table 3. Overall clinical efficacy of panipenem/betamipron classfied by the type of infection
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Table 4. Bacteriological response to panipenem/betamipron in complicated UTI evaluated by the UTI criteria

Persisted* : regardless of bacterial count

Table 5. Clinical summary of uncomplicated UTI patients treated with panipenem/betamipron

*
before treatment

after treatment

**
UTI : Criteria proposed by the UTI Committee

Dr : Dr's evaluation
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以上 を総合すると,PAPM/BPは カ テーテル留置例

など難治性の尿路感染症に対 して,既 存または既開発

の同系剤 とほぼ同等の有効性,安 全性 を示す もの と考

えられた。ただし,起 炎菌がPaeruginosaに よ る場合

には,投 与量を増量す るか,他 剤 との併用等を考慮す

る必要があるもの と思われた。
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Panipenem/betamipron (PAPM/BP) was administered to 18 patients with urinary tract infection

(UTI) at 0.5g/0.5g-1.0g/1.0g/day, for 5 days.
According to the Japanese UTI criteria, the efficacy rate was 73% (8/11) in chronic UTI and 1

case showed excellent response in acute UTI. None of the patients were found to suffer from

subjective or objective side effects. There were no abnormal laboratory test results in any of the

patients, except for 1 patient who had slight increase in GOT and GPT.


